
使用料及び手数料…………施設を使ったり、住民票の交付などでお支払いいただいたお金

財産収入……………………財産の運用と売り払いで得たお金

繰 入 金……………………基金の取り崩しで得たお金

分担金、負担金、寄附金…受益者に負担してもらったお金や、ふるさと納税でいただいた寄附金など

地方譲与税…………………自動車重量税などから配分されるお金

地方消費税交付金…………地方消費税（県）のうち町に配分されたお金

地方交付税…………………国が徴収した税金の一定割合を、町の財政力に応じて分配されたお金

国庫・県支出金……………補助金等で国や県が交付したお金

町　　債……………………各種事業を行うために、国や金融機関から町が借りたお金

　福祉や教育など、様々な場面で町のために使われる一般会計。左で紹介している「特別会計」以外は、
すべてこの一般会計で処理しています。
　昨年の一般会計の概要は、以下のとおりでした。

実質赤字比率……… 広い目的に使われる「一般会計」の赤字額が、地方税や地方交付税等の財源規模

（標準財政規模）と比べてどのくらいあるかを指標化したものです。

連結実質赤字比率… 「一般会計」だけではなく、特別会計も含めた全会計を合算し、町全体としての

赤字額を指標化したものです。一般の会社などで行われている「連結決算」と同

じ意味合いを持ちます。

実質公債費比率…… 借入金の返済やこれに準ずるものが、標準財政規模に対してどのくらいあるのか

を指標化したものです。この数字が大きいほど、借入金返済に追われ、資金繰り

が苦しいということになります。

将来負担比率……… 借入金の返済や将来負担することになるものの残高を、標準財政規模に対してど

のくらいあるのかを指標化したものです。この数値が大きいと、現在の負担はそ

れほどでなくても、将来必要になる負担が大きいということになります。

「財政健全化法」に基づく平成20年度の判断指標は、
いずれの指標も基準を下回りました。
　しかし、依然として厳しい財政状況が続くことから、
今後も健全な財政運営に努めていきます。

学校給食センター
新築工事

719，250千円
（本体工事額）

　旧給食センターの老朽化に伴い、今
泉地区に新たな給食施設を建てました。
　5月に本格稼働した新給食センター
は、小・中学校全校に安全・安心な給
食を届けるため、徹底した衛生管理の
下調理されます。
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１ 一般会計の概要

２ 財政健全化判断比率

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

平成20年
早期健全化基準
財政再生基準〈各指標の解説〉

総額 7,782,937千円

自主財源 依存財源

町税
775,765
10.0％

使用料及
び手数料
97,879
1.3％

繰越金
73,112
0.9％

分担金・負担
金・寄付金
137,196
0.5％

地方交付税
3,958,659

50.9％

財産収入
・繰入金
151,264
1.9％

地方譲
与税

106,359
1.4％

地方消費
税交付金
107,969
1.4％

諸収入
164,567
2.1％

その他
51,407
0.7％

国庫支
出金

738,204
9.5％

県支出金
429,456
5.5％

町債
1,091,100

14.0％

総額 7,438,505千円

総務費
1,331,275

17.9％

議会費
105,349
1.4％

民生費
966,035
13.0％

衛生費
889,018
12.0％

労働費
10,725
0.1％

教育費
1,338,893

18.0％

公債費
1,677,751

22.6％

土木費
185,359
2.5％

商工費
113,201
1.5％

消防費
485,283
6.5％

農林水産業費
164,567
2.1％

〈主な用語〉
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％

0
％

20.0
％

20.0
％
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％

40.0
％

25.0
％
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％

350.0
％

173.8
％



日本海漁火セン
ター改修工事

28,414千円
（本体工事額）

老朽化によって建物の維持が困難とな
っていた旧小泊支所を、日本海漁火セ
ンターに改修を施した上で移転しまし
た。

一般会計のほか、町には特定の事業を行う目的で設置される特別会計があります。
一般会計と９つの特別会計の収支を一覧にしました。

●一般会計の性質別歳出
　下の円グラフは、歳出を使う性質によって分けた表です。

●公債費残高
　昨年度末時点の公債費（借金）の残高です。約5億7000万円減らしています。

平成19年度末 平成20年度末 比較増減

一般会計 12,066,679 11,688,836 ▲ 377,843

国民健康保険 330,566 317,045 ▲ 13,521

介護保険事業 32,879 15,000 ▲ 17,879

農業集落排水事業 397,389 384,730 ▲ 12,659

漁業集落排水事業 257,057 250,627 ▲ 6,430

特別養護老人ホーム静和園事業 1,723 0 ▲ 1,723

水道事業（企業債） 3,065,425 2,922,885 ▲ 142,540

合　　　　　計 16,151,718 15,579,123 ▲ 572,595

徐福の里物産品
直売所建築工事

10,605千円
（本体工事額）

　下前地区昨年7月オープン。
　直売所では、小泊の魚介類を中心に
販売し、地域の住民や観光客の拠点と
なっています。
　周辺は公園整備されており、休日は
家族連れが訪れています。
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収　入 支　出 差 引 額

一般会計 7,782,937,366 7,438,504,955 344,432,411

国民健康保険（事業勘定） 2,397,935,625 2,400,076,400 ▲ 2,140,775

国民健康保険（診療施設勘定） 140,092,825 739,909,119 ▲ 599,816,294

老人保健事業 146,340,545 135,521,909 10,818,636

介護保険事業 1,299,901,629 1,243,784,543 56,117,086

農業集落排水事業 43,326,072 43,186,341 139,731

漁業集落排水事業 29,705,235 29,269,675 435,560

特別養護老人ホーム静和園事業 308,328,624 291,243,764 17,084,860

後期高齢者医療 214,504,400 214,391,631 112,769

水道事業（収益的） 354,660,508 324,367,321 30,293,187

合　　　　計 12,717,732,829 12,860,255,658 ▲ 142,522,829

（単位：円）

（単位：千円）

（単位：千円）

３ 各会計別の概要

４ そのほか

義務的
経費

1,929,886
26.0％

人件費
1,467,118

19.8％

その他の
経費

4,447,151
59.7％

投資的
経費

1,061,468
14.3％

扶助費
462,768
6.2％

普通建設事業費
1,061,468

14.3％

物件費
657,085
8.8％

操出金
566,843
7.6％

補助費等
1,187,635

16.0％

公債費
1,677,751

22.5％

積立金
278,731　3.7％

投資及び出資金・貸付金
34,680　0.5％

維持補修費
44,426　0.6％




